
新型コロナの影響を受けている NPO に 「休眠預金」 で助成拡大 ！

新たに 「緊急支援枠」 追加か？ その時すぐに対応できる準備を　！

★ 2 面で 2019 ～ 2020 年度の 「休眠預金」 の状況をリポート！ 第 39 号

 休眠預金を活用した民間公益活動の助成は、内閣府

の所管で制度化され 2019 年度からすでに始まってい

ます。その内閣府が去る 5 月 20 日、この制度を活用

した「新型コロナウイルス対応緊急支援について」「休

眠預金等活用審議会」に諮りました。報道によれば、

収入が減っている非営利組織（NPO）は「持続化給付

金」の対象になりにくいから、休眠預金を活用して助

成する枠を拡大して公募する方向だということです。

2020 年 ( 令和 2 年） 5 月 25 日発行

■上の図は休眠預金活用の流れ。「指定活用団体が資金分配団体を公募」し「資金分配団体が実行団体を公募」する。■下の図表は「北海道総合研究調査会」が選定した実行団体の一部。

「前年同月比▲ 50％以上」はハードルが高すぎる。
「持続化給付金」に代わる助成を期待したいところ。

・「NEWS第 37号」「NEWS第 38号」で「持続化給付金」
をリポートしてきましたが、「▲ 50％以上は結構ハード
ルが高い」の声が多く聞かれました。そんな時にネット
で確認できたのが＜新型コロナで苦境の NPO「休眠預
金」での助成拡大へ＞の報道でした。
・「休眠預金」の民間の公益活動への活用は、2016 年の
　　　　　　　　　休眠預金活用法の成立を経て 2019
　　　　　　　　　年度からすでに始まっています（左
　　　　　　　　　図参照）。「支援センター」としても
　　　　　　　　　この制度はフォローしていましたが
　　　　　　　　　2019 年度は「東北ブロックの資金
　　　　　　　　　分配団体」がなかったこと、「社会
　　　　　　　　　的インパクト評価」といった新しい
　　　　　　　　　評価手法が「実行団体」にも求めら
　　　　　　　　　れておりこれをクリアする難しさが
　　　　　　　　　壁になり紹介してきませんでした。
　　　　　　　　　・でも苦境のNPOを休眠預金で助
　　　　　　　　　成となれば話は別ですから、あらた
　　　　　　　　　めてリポートすることとしました。
　　　　　　　　　・確かに内閣府のHPで 5月 20日
　　　　　　　　　「休眠預金等活用審議会」が開催さ
　　　　　　　　　れていたのが確認できました。そこ
　　　　　　　　　には議事＝休眠預金を活用した新型
　　　　　　　　　コロナウイルス対応緊急支援につい
　　　　　　　　　てとあるだけでなく、資料として「緊
　　　　　　　　　急支援の概要」が提出されておりそ
　　　　　　　　　こには（後日公表予定）の文字もあ
　　　　　　　　　りました。別のネット報道には「助
　　　　　　　　　成金を支給する方針を固めた」「来
　　　　　　　　　月中の支給開始を目指す」とあり大
　　　　　　　　　いに期待したいところです。
　　　　　　　　　・この休眠預金等の活用は「一般財
　　　　　　　　　団法人日本民間公益活動連携機構」
　　　　　　　　　（JANPIA）が「指定活用団体」とし
　　　　　　　　　て制度運用を担っています。左の図
　　　　　　　　　と表並びに２面の図はその JANPIA
　　　　　　　　　のHPからダウンロードしました。　　　
　　　　　　　　　（https://www.janpia.or.jp/)



「休眠預金」 は社会課題解決に取り組む NPO を助成することで、
「子ども若者支援」 「生活困難者支援」 「地域支援」 実現を目指す。

2019 年度は「22 資金分配団体 24 事業」を採択。
助成総額 29.8 億円で 「実行団体」 を公募選定。
・「休眠預金」の目標は民間（NPO等）公益活動の助成
ですが、具体的には「優先的に解決すべき社会の諸課題」
が設定されています（下図参照）。これを踏まえ「JANPIA」
は昨年 6～ 7月「資金分配団体」を公募。応募があっ
た 49団体 67 事業から外部審査委員の審査を経て「22
団体 24事業」を選定、選ばれた資金分配団体が「実行
団体」を公募・選定して事業をスタートさせ、JANPIA
によると今年３月末の時点で、５資金分配団体が 28の
実行団体の選定を公表しているということです。
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ふれあいセンター ３

伊達ふれあいセンター 3 階まで

　　　「 支援センター」 は 5 月 20 日から 「通常業務を再開」。 土 ・ 日 ・ 祝日以外はお気軽にどうぞ ！
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・「臨時休館」が続き、しばらくご不便をお掛けしてきましたが 5月 20日（水）

から「支援センター」は通常通りの業務を再開しました。

・土曜日、日曜日、祝日の休館日を除く月曜日から金曜日ならいつでもご相談・

お問い合わせいただけます。お気軽にご利用ください。ただし「マスク着用」「手

指消毒」「ソーシャルディスタンス（1～２ｍの間隔）」を守り新型コロナウイ

ルス感染防止に努めますので、ご協力のほどをあらためてお願い申し上げます。

mail bz004492@date-civilsupport.jp

助成総額 33 億円の 2020 年度計画に対し新たに、
「緊急支援枠」 を設ける等、 追加策が期待できる。
・JANPIA の HPでは 3月 30日付で 2020 年度の事業計
画が認可を受けたと報告の上、事業計画・収支予算を発
表しています。それによると助成総額は昨年度より多い
33億円。「子ども若者支援」「生活困窮者支援」「地域づ
くり支援」の３分野で課題解決を目指す団体を対象に助
成する基本は変わっていません。報道によると 5月 20
日の審議会では新たに「緊急支援枠」を設ける他、審査
期間を短縮するなど要件を緩和し早急な支援を目指すと
いうことです。詳細が公表され次第リポートします。


